
記入例 浸水予防対策検討結果届出書に添付いただく図面の例 
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■敷地内の雨水等を桝で集めて排水する。 
→排水側溝・集水桝の位置等を明記する。 
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既設公共汚水桝に接続 

■止水板等を設置する。 
→設置箇所等を明記する。 

浸水予防対策検討結果届出書の 
「１．浸水予防対策」に記載した項目につ
いては、対策内容等が分かるように、図
面に表示をお願いいたします。 
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止水板 

建築基準法第４２条第 1項 1号 の道路 

■地下ドライエリア周囲の壁を立上げる。 
→周囲の地盤高さ、立上げた壁の高さ等を明記する。 

■適正な能力を持った排水ポンプを地下ピットに設置
する。 
→ポンプの位置、排水ルート等を明記する。 
 

■ドライエリアの雨水等を桝で集めて排水する。 
→集水桝の位置、排水方法等を明記する。 
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■建物入り口を地盤・道路面より高くする。 
→周囲の地盤高さ、道路の高さ、入口部分の高
さ等を明記する。 

—2,000

 

ドライエリア +100 

ドライエリア周囲立ち上がり H＝100 

排水ポンプ 

 

■道路と敷地内の地盤高さを明記する。 

排水側溝 


